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 今年の夏は、オリンピック・パ

ラリンピックが開催され、選手た

ちが見せてくれた『自らを奮い立

たせ、戦いに挑む姿』、『自らの

可能性に挑む姿』、『相手を称え

尊重する姿』に感動と共感を覚え

ると同時に、大会を通じて多様性

の尊重や共生社会のあり方につい

ても、改めて考えさせられる機会

となりました。 

 大会は、新型コロナ感染症の状

況から、様々な意見があり展望が

見通せない中での開催でありまし

たが、選手たちのコメントには、

自らの勝利への喜びの言葉の前

に、大会開催が実現されたことへ

の感謝の言葉が多くありました。

選手たちには、大会延期と開催の

賛否があるなかでの大会に、大き

な不安や葛藤があったのではない

かと思われますが、大会にかける

選手たちの思い、競技ができる喜

びから自然に出たものであったと

思います。 

 さて、私たちの身のまわりで

も、新型コロナ感染症の感染拡大

防止のため、様々な行動に自粛や

制限が求められています。学校に

おいても、通常の教育活動や部活

動に対する様々な制限や体育祭・

文化祭をはじめ多くの行事におい

ても予定変更を余儀なくされまし

た。 

このような状況の中で実施された

体育祭では、生徒たちは限られた

準備期間にもかかわらず、当日は

すばらしい競技・パフォーマンス

を披露してくれ、大会後には「や

り遂げた」清々しい表情を見せて

くれました。（ただ、今年はコロ

ナによる活動制限のため北高コッ

コデショの披露ができず、太鼓山

を担ぐ生徒たちの雄姿を見られな

かったのが少し残念でした。これ

は来年の楽しみにとっておくこと

にします。） 

本稿作成時点の9月末は、いわゆ

る「第５波」が急激な収束傾向に

あり、落ち着きつつあります。今

後、ウイズコロナからアフターコ

ロナへといえる状況となることを

祈り、コロナ感染状況前の当たり

前のことが当たり前に行われ、高

校生の活躍の場が奪われることな

く、そしてなにより生徒たちが悔

いのない高校生活を送れるように

なることを願うばかりです。   

  北高体育祭で勇壮な舞が 

  披露される太鼓山 
(今年は活動制限のため出番がなかった) 

 

北高の児等へ        「願わくは」 事務長 森﨑 伸一   １１月の行事予定  

日 曜 行  事 日 曜 行  事 

1 月 
冬時間開始 

（～２/２８） 
16 火 人生の達人セミナー 

2 火  17 水  

3 水 文化の日 18 木 
考査時間割発表

①②部室清掃 

4 木   19 金 ７限カット 

5 金 県高総体駅伝 20 土 プレマーク③ 

6 土 

進研記述①② 

全統記述③ 

九州高校英語 

スピーチ 

コンテスト 

21 日 プレマーク③ 

7 日 進研記述② 22 月  

8 月  23 火 勤労感謝の日 

9 火 生徒総会 24 水 
放課後特別授業

終了 

10 水  25 木  

11 木  26 金   

12 金  27 土  

13 土  28 日 
 

 

14 日  29 月 
 

  

15 月  30 月  
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9月16日（木）第58回体育祭を実施しました。分散登校の影響で日程が延期され、全体練習が解禁された

のが9月13日（月）、しかも接触や密を伴う活動が制限された3日間という短い準備期間の中でしたが、生徒

は主体性と計画性をもって練習に取り組み、特に3年生は高校生活最後の体育祭を大いに盛り上げてくれまし

た。  

「第５８回体育祭 「おにぎり」のスローガンのもと北高生が団結  

To be Well Balanced 

～両道顕揚～ 歴史を創る使命観に生きる 

  赤団 青団 黄団 

1年 5・6組 2・3組 1・4組 

2年 1・5組 3・4組 2・6組 

3年 3・4組 2・6組 1・5組 

団長 
光武 七海 中村 大地 行徳 勇史 

副団長 
吉田 滉太 石崎 智司 月田  碧 

ダンス 

責任者 

植木  優 岩國 広明 古賀 瑞季 

大川ひなた 峯  琉斗 
鴨川美都季 

【団編成】 

順位 団 得点 

優勝 赤団 441点 

2位 青団 422点 

3位 黄団 413点 

【総合優勝】 

【ダンスパフォーマンス】 

賞 組 

アイデア賞 2組 

チームワーク賞 6組 

パフォーマンス賞 1組 

【学級対応全員リレー】 

  1年男子 2年男子 3年男子 1年女子 2年女子 3年女子 

優勝 2組 4組 5組 1組 2組 6組 

2位 5組 1組 2組 4組 4組 3組 

3位 1組 3組 3組 5組 3組 2組 

黄団 行徳勇史（３－５） 

今回の体育祭で青春という名の思

い出が一つ増えました。そして、

「獣 黄 無 尽 に 遮 二 無 二」と い う

テーマ通り、がむしゃらに思う存

分楽しむ事ができました。もう体

育祭が無いと思うと時の流れの早

さを感じます。最後の体育祭、黄

団の団長で本当に良かったです。

そう思えるのも皆のおかげです。

ありがとう黄団！最高でした！ 

青団 中村大地（３－２） 

僕は団長として今回の体育祭には

強い思いを持っていました。ま

ず、コロナ禍での体育祭で自分た

ちの思うようにいかないことが

多々あり、準備期間も短く青団と

して団結できるのか心配でした。

ですが、本番では天気も良く全学

年が楽しむことができていたので

良かったです。自分の誕生日まで

祝ってもらえて最高でした！ 

赤団 光武七海（３－４） 

今年は、コロナ禍で思ったように

練習が進まず、本当に開催される

のかわからない状態が続いていま

した。しかし、このように楽しく

体育祭を終えることができて、本

当によかったです。また、赤団で

「優勝」という目標を達成でき、

赤団の中がより深まったと思いま

す。赤団のみなさん支えてくださ

りありがとうございました。 

＜団長から一言＞ 



１０月５日（火）、本校育館において、第３学年を対象に共通テスト100日前集会・講演会を行いまし

た。ベネッセコーポレーションの田川祐治氏を講師としてお招きし、「受験勉強 悔いなく取り組もう。～残

り４ヶ月余り 執念・挑戦」という演題で、講演をしていただきました。講演では、受験に向けての心構えに

ついて話され、最後には叱咤激励をいただきました。 

（生徒の感想から抜粋） 

「経験豊かな先生の話は説得力があり、刺激的だった。高校生活最後の定

期考査が終わって油断していたが、もう一度、気を引き締めていきた

い。」 

「職員室に質問へ行き、わかるようになるまでしつこく聞こうと思いまし

た。」 

「今までで一番の熱量を感じました。自分なんかと思わず、ライバルに負

けないように頑張りたいです。」 

「進学先が決まるまで諦めずに頑張っていこうとする気持ちが大事だと改

めて思った。志望校に受かりたいという強い気持ちをもってこれからも頑

張りたい。」 

学年末考査も終わり、100日前の一区切りを迎える生徒にとっては、たいへん身が引き締まる講演会に

なったようです。生徒、教員一丸となって進路実現に邁進してまいります。  

                                     進路指導部 松本 優一 

10月6日（水）「つがのきタイム」（総合的な探究の時間）において中間発表を行

いました。この4月に班編制し、自分たちの興味関心のある分野で、課題を発見

し、その解決に向けての探究活動を行ってきました。新型コロナウイルスの感染拡

大により、話し合い活動もフィールドワークも思うようにできなかった面もありま

したが、こうした制限のある中で自分たちが半年間積み重ねてきた探究活動につい

て発表しました。今後の見通しを立て、残り半年足らずの探究活動が、より活発な

ものになることを期待しています。 

                          探究班班長 酒井 聡子 

To be Well Balanced 

～両道顕揚～ 誇りをもち、自信をもつ 

「第56回生 「総合的な探究の時間」中間発表会  

  １０月１２日（火）にブリックホールにて芸術鑑賞会を行いました。東京演劇集団風の方々をお招きし、

「演劇『ヘレン・ケラー～ひびき合うものたち』 」を鑑賞しました。２年ぶりの芸術鑑賞会となりました。 

 （生徒の感想から抜粋） 

  私はヘレンケラーは名前くらいしか聞いたことがなくどんな事をした人か分かり

ませんでしたが、この芸術鑑賞会を見て、耳も目も見えないのに文字を使えるように

なった凄い人ということを知りました。特にタリバン先生のヘレンケラーに対する情

熱の大きさに感動しました。自分も人のために情熱的になりたいと思うようになりま

した。 

  ヘレンケラーがどれだけ努力したかがすごく伝わった。そしてヘレンケラーだけ

の力ではなくたくさんの周りの人の力も借りて喋れるようになったことがわかった。私も私だけじゃ行きてい

けないと改めて感じて周りの人達にたくさん感謝して行きていこうと思った。     生徒会 西澤 秀行 

【共通テスト１００日前集会・進路講演会】  

【芸術鑑賞会】  



 ～部活動大会等結果報告～  

 
   

   〈オーケストラ部〉 

   ◎第５９回長崎県高等学校音楽コンクール  
    声楽部門     銅賞    八度光彩  
    

 〈水泳部〉 

   ◎長崎県高等学校新人体育大会 
    団体     女子優勝（初）  

           男子準優勝  

      

    個人男子 1500m自由形     5位 宮本全壱  

         200m自由形      7位 嶋谷波琉  

                  100m自由形       4位  瀬戸島大樹  8位 武内翔 

                  50m自由形        3位  瀬戸島大樹  

                  200mバタフライ   3位  木下善人  

                  100mバタフライ   3位  木下善人    5位 嶋谷波琉 

                  200m背泳ぎ       3位  峰大輝  

                  100m背泳ぎ       6位  峰大輝 

                  400m個人メドレー 1位  浜崎颯一郎 

                  200m個人メドレー 1位  浜崎颯一郎  8位 矢島成 

        

        個人女子  400m自由形    4位 寺田ひなた  6位 中村美咲子 

                  200m自由形       8位  寺田ひなた 

                  50m自由形        6位  小川莉佳  

                  200m平泳ぎ       3位  高島朱亜  

                  100m平泳ぎ       2位  高島朱亜 

                  50m平泳ぎ        2位  高島朱亜 

                  200mバタフライ   2位  下田珠彩  

                  100mバタフライ   4位  下田珠彩    6位 小川莉佳 

                  50mバタフライ    3位  下田珠彩    5位  小川莉佳   

                                   6位  南里美玖  

                  200m背泳ぎ       1位  山田彩華    3位 古賀佑生奈  

                                   5位  松田すず  

                  100m背泳ぎ       1位  山田彩華    3位 古賀佑生奈  

                                   4位 松田すず 

To be Well Balanced 

～両道顕揚～ 高い理想を掲げる 


